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Practical study on palliative medicine


















周知のように、 WHO(世界保健機構)は 1990年の提言 (2002年に追加)で、患者
さん(特に緩和医療の)が抱える苦痛苦悩として、従来の 3項目すなわち1.身体的苦




































研究費 直接経費 間接経費 1口b、三ロt
平成21(2009)年度 1，100，000 330，000 1，430，000 
平成 22(2010)年度 1，200，000 360，000 1，560，000 
平成 23(2011)年度 1，300，000 390，000 1，690，000 
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